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第 2章 実験原理と実験手法 
















































第 6章 総括 
直線二段反射型飛行時間質量分析計と位置敏感型検出器を組み合わせた画像観測装置を
用いて， (CO2)2+の可視光解離過程，O2+(H2O)の可視紫外光解離過程，そして H2O+Arの赤外光
解離過程を画像観測法によって調べた。紫外領域から中赤外領域までの幅広い波長領域におい
て誘起される光解離反応を観測できた。可視紫外領域の光解離実験では，量子化学計算と併せ
て，電子励起状態と基底状態における分子錯体イオンのポテンシャルエネルギー曲面を特徴づけ，
その曲面上における反応過程を理解した。また赤外領域の光解離実験では，分子錯体イオンの
振動モードを選択的に励起させ，振動緩和過程と解離生成物のもつエネルギー分布について議
論した。 
